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研究成果の概要（和文）： 本研究のテーマは、ヘーゲルおよびドイツ観念論における生命概念

であり、テキスト解釈を軸とする。その目的は、現代社会におけるさまざまな倫理問題（生命

倫理、環境倫理、教育問題等）を考えるための手がかりとして、改めて生命の意味を考えるこ

とにある。 

 
研究成果の概要（英文）： The subject of the sought concerns the concept of "Leben" in the 
theory of Hegel and German idealism. Its objective is to review the meaning of "Leben" 
and then solve various moral issues of  modern society. 
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目 ： 哲学・哲学・倫理学 
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１．研究開始当初の背景 

 

本研究の申請年度（09 年）には、日本にお
いて、臓器移植法が 12年ぶりに改正され、「脳
死」をめぐる論争が再び社会問題となった。
私たちは、さまざまな先端医療技術（遺伝子
解析・診断、iPS 細胞、ES 細胞研究を主軸
とする再生医療等）のめざましい進展ともに、
出生前・着床前診断、尊厳死・安楽死問題な
ど、従来の死生観を大きく変革しうる課題に
直面している。 

申請者は、それまで、『いのちの倫理学』（コ
ロナ社 2004 年、「医師の配慮か、患者の自

己決定権か」（2002 年）他における理論的考
察を、実践的にも１）大学附属病院（自治医
科大学附属病院）の治験審査委員として、新
薬開発にかかわる臨床の場での＜患者と医
師の関係＞をめぐる問題へと還元し、さらな
る倫理的諸問題の概念整理につとめてきた。
また、２）教育学部所属の哲学・倫理教員と
して、同附属小・中学校の授業実践（とりわ
け「道徳教育」）にも携わり、「生命倫理」教
育の名のもとに、＜存在を許される生とそう
でない生＞とを選別するような、無批判的な
「優生主義」的風潮を、そして、子供たちに
まで広がる「自殺願望」「自傷行為」「鬱病」
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といった心理的・道徳的問題状況を、目の当
りにしてきた。 

申請者は、以上の二つの「現場」との共同
研究をすすめてきた中で、哲学という立場か
ら、改めて＜生命とは何であるか＞という問
いに関する倫理的・哲学的な概念整理を強く
要請されてきた。しかし、哲学・倫理学の研
究者の立場からは、国内外を問わず、その切
実な問いかけに、いまだ十分に、積極的に応
え得ているとはいえないというのが、厳しい
現実である。申請者は、それゆえ、18-19 年
度、まずはヘーゲル哲学の立場から、その「生
命」概念研究を重ねきた（科研課題番号
1972001）。本研究は学術研究としてはその継
続研究に当たる。今回は、研究をすすめる上
で、哲学専門コミュニティーにおける対話お
よび成果発表を重ねるだけでなく、それを基
礎としつつも、より学際的で、市民的な立場
から、上記問題にアプローチしていくことを
目指した。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、ヘーゲルの「生命（Leben）」概
念の研究から開始され、第二に、それを
J.W.v.Goethe、I.Kant、J.C.F. Hoelderlinら、
ドイツ観念論者たちの「自然(Natur)」概念
との関係から考察する。第三に、「ドイツ観
念論哲学」の枠には収まらない、同時代の自
然 哲 学 者 ・ 生 物 学 者 た ち （ L.Oken, 

J.F.Blumenbach）も視野にいれ、彼らとの
思想的相互関係も研究対象とする。 

最終的には、その研究成果を、哲学専門領
域に限定されたものとしてではなく、現代社
会問題において、哲学者が十分に応えていな
い＜生命とは何か＞という問いへの基礎付
けとして、学際的観点に位置づけることを目
的とする。 

 

 

３．研究の方法 

 
① 本研究を遂行する上での具体的な工夫 
 
（その１）文献研究  
 研究はまずドイツ観念論の基礎的な文献
研究を基礎にすすめられた。 
 
１）ヘーゲル哲学における生命論関連のテキ
ストは、主として、①Phänomenologie des 
Geistes および Wissenschaft der Logik, 
Erstes Buch .1812/13 および、ドイツ・ボ
ーフムにおけるへーゲル研究所（Hegel 
Archiv）から新たに出版され、注目を集めて
いる Nürnberger Gymnasialkurse und 
Gymnasialreden (1808-1816)（Klaus Grotsch

編）および、Schriften und Entwürfe ; unter 
mitarbeitet von Theodor Ebert （Manfred 
Baum und Kurt Rainer Meist 編）である。次
に、 
 
２） J.W.Goethe、I.Kant、J.C.F. Hoelderlin
らドイツ観念論の自然哲学書研究をすすめ、
１）における考察との相関関係を明らかにす
る。その際、＜生命論＞の基礎付けという課
題においては、当然、同時代の自然哲学者・
生物学者たちとの思想的影響関係も無視す
ることはできない。それゆえ、 
 
３） L.Oken, J.F.Blumenbach、そして、自
然哲学者としての F.W.J.Schellingの見解も
研究対象とする。生命論および自然をテーマ
にした文献は、へーゲルにおいては未公刊の
講義録や草稿に、そして、２）および３）の
思想に至っては、邦訳すらなされていない資
料に集中しており、本研究は文献研究として
も意義のあるものとなる。平成 22年度は、
１）および２）に集中的にとりくみ、その成
果を、平成 23年 3 月開催の日本へーゲル学
会第９回大会において発表する（「へーゲル
哲学における生命の概念について―ドイツ
観念論思想との相関関係から―」（仮題））。
３）については、主として平成 23年度の研
究範囲とする。 
 
（その２）電子テキストの有効活用  
以上の文献研究に際しては、一次資料を熟

読・吟味することが必要となるが、研究効率
を上げるために、国内外問わず入手可能な電
子テキスト（Hegel-Texte-Daten Buch, Hegel 
by Hyper Text 他）を十分に活用する工夫を
はかる。電子テキストの活用により、より広
い範囲にわたる文献を渉猟し、かつ、「生命
論」に関連する膨大な用語検索、概念分析を
迅速かつ正確なものとすることを目標とす
るものである。 
 

（その３）海外研究者（Hegel Archiv）との
連携  
申請者は 21 年度までの四年間、日本ヘー

ゲル学会の学会誌『ヘーゲル哲学研究』の編
集委員をつとめ、日本語文献目録の管理を担
当しており、日本におけるヘーゲル研究につ
いての動向を正確にかつ網羅的に把握して
いる（「ヘーゲル日本語文献目録 2004～05年」
「ヘーゲル論理学における邦語文献の動向
調査（2001-2007））。さらに海外研究者との
連携および、国内未公刊のヘーゲル文献研究
をより積極的に推進していく方向を模索す
る。特に、ドイツ・ボーフムにおけるへーゲ
ル研究所（Hegel Archiv）の Walter Yeaschke
氏の著書 Hegel Handbuchを目下共同翻訳中
であり（弘文堂 2013 年出版予定）であり、



 

 

同氏の指導を仰ぎながら、日本におけるへー
ゲル研究を進めた。 
 
（その４）医学研究者 および 他分野研究
協力者との実践的連携 
 
１）栃木県花王株式会社 生物科学研究所研
究員との連携  

申請者は、平成 18 年度より花王株式会社
生物科学研究所における研究倫理審査委員
を務めており、生物研究を機軸にした製品開
発（化粧品、家庭用品、工業用製品）におけ
る倫理問題を検討している。本研究所におけ
る生物研究者との連携も密であり、研究途上
における＜人体への介入＞および、＜ヒト由
来の研究試料の扱い方＞をめぐる倫理問題
を検討する上で、彼らとの迅速な情報・意見
交換が可能である。 
 
２）医療現場（自治医科大学附属病院）との
連携  

申請者は、平成 15 年度より、大学附属病
院（自治医科大学附属病院）における治験審
査委員会委員を務めている。ここでは、とり
わけ新薬の開発にかかわる臨床の場での＜
患者と医師の関係＞をめぐる医療倫理問題
の現状にふれ、さらにその問題を論じてきた
（拙論「医師の配慮か、患者の自己決定権か」
および『いのちの倫理学』参照）。医療の現
場において＜生命とは何か＞を考える上で、
不可避である、医師・看護士との情報・意見
交換のネットワークもすでに密である。また、
同病院放射線科医師とともに、目下、＜終末
期医療における「患者の痛み」について＞の
共同研究を計画している（21 年度準備会合 3
回開催）。申請者は、ヘーゲル哲学の立場か
ら、「生命」および「自己意識と痛み」に関
する哲学史上の基礎付けとともに、医療現場
における倫理問題の概念整理の試みを重ね
ている。 
 
３）宇都宮大学附属小学校における「道徳研
究会」との連携   
申請者は、平成 15年度より、教育学部附属

小学校の道徳教育実践に携わり、年に二度開
催される定期大会、および、宇都宮大学サマ
ーセミナーを通じて培ってきた現職教員と
の連携を基礎にしながら、教育現場における
＜生命とは何か＞という問題を、哲学専門の
立場から、明らかにすることを目指している。 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
 

報告者は、1 8-19 年度、まずはヘーゲル哲
学の立場から、その「生命」概念研究を重ね
きた（科研課題番号 1972001）。本研究は学
術研究としてはその継続研究に当たる。 

 
（１） 基礎的文献研究 
 
本研究は、第一に、報告者の専門研究対象

であるヘーゲルにおける「生命（Leben）」論
の研究から開始され、第二に、それを J.W.v．
Goethe、I.Kant、J.C.F. Hoelderlin ら、ド
イツ観念論者たちの「自然(Natur)」概念と
の相関関係から明らかすることを目指した。
第三に、「ドイツ観念論哲学」の枠には収ま
らない、同時代の自然哲学者・生物学者たち
との思想的相互関係をも視野にいれ、L.Oken, 
J.F.Blumenbach、そして、自然哲学者として
の F.W.J.v.Schellingの見解も研究対象とし
た。 
なお、へーゲルに関しては、その主著

Phänomenologie des Geistes お よ び
Wissenschaft der Logik, Erstes 
Buch .1812/13 における「生命（Leben）」論
の考察はいうまでもないが、さらに、ドイツ
のボーフムにおけるへーゲル研究所（Hegel 
Archiv）から新たに出版され、注目を集めて
い る へ ー ゲ ル 初 期 講 義 ・ 論 文 集  ①
Nürnberger Gymnasialkurse und 
Gymnasialreden (1808-1816)（Klaus Grotsch
編 ）  お よ び 、 ②  Schriften und 
Entwürfe;unter mitarbeitet von Theodor 
Ebert（Manfred Baum und Kurt Rainer Meist
編） に定位し作業を進めた。 
 
（２）「教員養成学部」における「哲学」の
果すべき役割について 
 
本研究は、報告者が教育学部所属の教員と

して、すなわち、＜教員養成＞を担う一哲学
教員として、哲学という学問が、大学教育に
おいて果たすべき（あるいは、果たしうる）
役割とは何かについて考える上でのひとつ
の手がかりにもしたい。報告者が誰よりもま
ずその倫理的責任を負うのは、担当学生であ
り、それゆえ、（１）の学術「研究」的側面
のみならず、最終的には、学生への「教育」
的側面をもっとも考慮しながら研究をすす
めた。その過程においては、＜生命とは何か
＞に関する、学生たち自身の生の声や考え方
も、ひとつの貴重な研究対象にすべきものと
位置づけている。その関連研究として、平成
18 年度宇都宮大学学内若手奨励研究および、
基盤研究（Ｃ）「人間学的特殊教育学の哲学
的および倫理学的基礎付けの試み」（代表 
山田 全紀）があり、本研究はその発展研究



 

 

として位置づけられる。 
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